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大型客船「ぱしふぃっく びいなす」の白老港初寄港 

 

 
 

 

 

 

北海道開発局では、苫小牧港、白老港のそれぞれが有している特徴等を活かした連携方策につい

て検討し、更なる利便性の向上、利活用等を図るため、「苫小牧港・白老港の連携活用方策検討勉

強会」を開催しております。この勉強会を通じての連携の一環として、２港の関係者が協働したク

ルーズ船誘致を行い、その成果として、５月１１日（木）８：００に大型客船「ぱしふぃっく び

いなす」が白老港に初寄港いたします。 

 

 白老港からは、白老駅、白老町中心市街地やアイヌ民族博物館等を周遊する乗客向けのバスが運

行され、白老駅では苫小牧方面等へのＪＲに接続します。また、連携の効果の現れとして、岸壁に

おいて、苫小牧市の観光情報が提供されます。 

 

 当日は、８：００から歓迎セレモニーが行われ、アイヌ伝統楽器であるムックリによる演奏が行

われ、さらに、出港時（１６：３０からを予定）には、航海安全の祈りの儀式が行われます。また、

岸壁では、２０２０年に一般公開が予定されている「民族共生象徴空間」のＰＲが行われます。 

 

 なお、船内見学時に報道関係者が乗船する場合は、事前に船会社に対する名簿の提出が必要です。

そのため、①会社名②お名前③年齢④連絡先電話番号を５月２日（火）までに、白老町経済振興課

港湾室（☎0144－84－2200 藤澤宛）にお知らせください。また、船内見学時には顔写真入りの身

分証明書（運転免許証など）の提示をお願いする場合がありますので、必ず御持参願います。 

 

 

 

 

苫小牧港、白老港の連携の一環として行われたクルーズ船誘致により、５月１１日（木）に大

型客船「ぱしふぃっく びいなす」が白老港に初寄港します。 

岸壁上で、アイヌの象徴的な踊りの披露や、２０２０年東京オリンピック・パラリンピックと

合わせて一般公開される「民族共生象徴空間」のＰＲが行われるとともに、白老町の情報に加え

苫小牧市の観光情報が提供されます。 

【問合せ先】 国土交通省 北海道開発局 室蘭開発建設部 

築港課 上席築港専門官   岩田 真 電話 0143-22-9171（内線 368） 

苫小牧港湾事務所 計画課長 山下 香 電話 0144-33-9111 

室蘭開発建設部ホームページ http://www.hkd.mlit.go.jp/mr/ 

平成２９年 ４月２８日 

室蘭開発建設部 広報官 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

至苫小牧               国道 36 号               至室蘭 

消防署 

公共上屋 

歓迎セレモニー会場 

第３商港区 

萩野自動車学校 

第２商港区 

第１商港区 
漁港区 

荷捌場 

ぱしふぃっく びいなす  寄港行事の概要 

☆寄港日時 平成２９年５月１１日（木） 入港８時００分 出港１７時００分 

☆寄港場所 白老港第３商港区 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【歓迎セレモニー】８時００分～８時２５分  

 □パラグライダーによる歓迎飛行 □アイヌ儀式（ムックリ演奏） 

 □歓迎挨拶 □花束贈呈 □返礼品贈呈 □船長挨拶 

【来賓者船内見学】８時４０分～９時３０分 （定員４０名） 

【町民船内見学】 １０時００分～１１時００分（定員８０名） 

【オプショナルツアー】８時３０分～１６時３０分 ※乗船客のみです 

 □北海道満喫支笏湖とイコロの森ガーデン（定員７０名） 

 □有珠山から眺める洞爺湖と登別温泉入浴（定員６０名）  

 □アイヌ文化伝承の地・白老めぐり（定員 40 名） 

 □しらおいアイヌ文化自然体験（定員午前４０名、午後４０名） 

 ※その他シャトルバス運行（白老港⇒ＪＲ白老駅⇒ポロトコタン）４往復 

【岸壁における催事】１２時００分～１６時３０分 

 □アイヌ民族衣装を着用した記念撮影 ※乗船客のみです 

 □アイヌ工芸品の販売コーナー  

 □白老町特産品の試食コーナー（白老牛サイコロステーキ、カニ汁）※乗船客のみです 

【出港セレモニー】１６時３０分～１７時００分  

 □よさこい披露（平岸天神）□航海安全の祈り（アイヌ儀式） 

 □紙テープによる見送り 

別紙 



苫小牧港・白老港の連携活用方策検討勉強会について

・北海道開発局では、苫小牧港、白老港が有している特徴等を活かした連携方策に
ついて検討し、更なる利便性の向上、利活用等を図るため、「苫小牧港・白老港の
連携活用方策検討勉強会」を設立、開催。
・昨年10月の第1回勉強会では、主に連携活用方策に関して意見交換を行い、「物
流」、「観光・交流」、「防災」等の分野の連携方策案について、更に議論を深めなが
ら対応を図ることとされ、特に観光・交流分野の連携方策であるクルーズ船の誘致
に関して、両港で連携して誘致活動を実施することとなった。

◆第1回勉強会 開催概要
・日時：平成２８年１０月１７日（月）17：00～18：00
・場所：苫小牧港管理組合 ３階 大会議室
・主な議事：①苫小牧港の現状及び課題、②白老港の現状及び課題、

③連携方策の検討
・主な出席者：岩倉苫小牧港港湾管理者（苫小牧市長）、

戸田 白老港港湾管理者（白老町長）、
笹島 北海道開発局港湾空港部長

日本クルーズ客船株式会社訪問時の様子

参考資料

・本勉強会での議論を受け,苫小牧港および白老港の双方の関係者が揃って、１０月
１９日（水）、１１月８日（火）に日本クルーズ客船株式会社本社を訪問し、白老港へ
の寄港を要望。
・平成２９年５月１１日（木）に白老港へのクルーズ客船「ぱしふぃっく びいなす」の寄
港が決定し、苫小牧港を巡っても来年中の寄港について更なる検討が進められるこ
ととなった。

【設置の背景と開催経過】

【勉強会を受けての取組の状況】


